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日時：令和５年５月２日(火) 午後１時30分～午後１時50分 

場所：市役所 第一会議室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、読売新聞社、 

ＮＩＣＥ－ＴＶ、NHK富山放送局 

市当局出席者：市長、情報広報課長 

 

 

【市長からの発表事項】 

 

１．体験・応援プロジェクト 「親子体験会」  

（農林水産課) 

・今年度も、魚津の農林水産業を親子で学ぶ「親子体験会」を、７つのコースで１年間にわたり

実施する。４月に参加者を募集したところ、親子85組(170名)の定員に対し、親子135組

(270名)からの申込があった。５月は、「やさい（ハウス白ねぎ）」、「田んぼ」、「くだもの（くだ

もの産地）」の３つのコースでそれぞれ開催。天候の変動あればまた案内する。 

 

２. うおづモリモリランチの日 

（農林水産課・学校給食センター） 

・毎月、「うおづモリモリランチの日」には、魚津産の農林水産物がふんだんに取り入れられたメ

ニューを提供しており、５月は、星の杜小学校でほたるいかフライや魚津野菜のナムルの他、

魚津りんごパンを提供予定。 

 

３．第11回よっしゃ来い!!CHOUROKUまつり 

（商工観光課） 

・今年も昨年同様、盛大に開催予定。清掃も含め３日間にわたって事業を実施。詳細は別紙。 

 

４. みらパーク音楽会2023 

  （都市計画課） 

・地元アーティストによる手作り音楽会を開催。昨年に引き続き、よっしゃ来い!!CHOUROKU

まつり宵祭りと同時開催となる。参加アーティスト等は別紙。 
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５．アクアリウムプレコンテスト作品募集   

(商工観光課) 

・Ｈ29年度からつくるＵＯZUプロジェクトを進めてきている。今回は、ゲーム作りで必要となる

ＣＧ技術を学ぶ機会を設けようと、魚津市と連携協定を締結している映像ソリューション企

業㈱ORENDA WORLD と連携し、富山湾の魚を３ＤＣＧ（３次元コンピュータグラフィック

ス）で作成し、造形や動きの出来栄えを競うコンテストを９月と来年２月に開催を予定してい

る。この度、コンテストに先立ち、５月にプレコンテストを次のとおり開催することとし、作品募

集を行う。発表の場も用意している。参加は無料。 

 

６. オムツ宅配便の出発式 

 （こども課） 

・魚津市が令和3年12月１日に包括連携協定を締結しているとやま生活協同組合から、子育て

支援事業として、新生児のいるご家庭へのオムツの無料宅配を５月に開始することとなった。

実際に配達先のご家庭での取材も可能と聞いている。 

 

７．ｃｏｃｏｍａｍａフラットカーニバル 

（地域協働課) 

・世代や性別、国籍、住まいなど関係なく（＝フラット）様々な人に、フラッと遊びに来てほしいと

いう想いをこめた『 cocomama フラット カーニバル 』 。昨年好評だった、子ども向け職

業体験の場も設ける予定。パパクエストも実施。親子そろって楽しめる取り組みもある。 

 

８. 魚津 空き家・空き店舗見学ツアー 

（地域協働課） 

・「魚津市で新規事業を始めたい！」「空き物件を持っているけど、どのように活用したらよいか

困っている！」という方を対象として市内の空き家、空き店舗見学ツアーを開催。 

当日は、 中央通り商店街の空き物件を見学し 、実際に改修された物件で の事例を紹介。 

 

 

【質疑応答の内容】 

 

○「アクアリウムプレコンテスト作品募集」について 

《記者からの質問》 

水族館での作品展示について、場所などは決まっているのか。また、３ＤＣＧで作

成ということだが、参加費は無料でできるのか。 

《回答》（市長） 

展示場所や展示内容は今後、協議していく予定。また、３ＤＣＧの作成は無料ソフ

トを使用するため、参加料は徴収しない。 
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○「ゲーム産業の地域産業化」について 

《記者からの質問》 

市が進めているゲーム産業について方向性を確認したい。 

《回答》（市長） 

今回紹介した、包括連携協定企業等の協力を得ながら、場づくりを進め、ゲーム  

産業に興味のある方を呼びこむ場を今後も提供していきたい。企業においては将来的 

な人材の確保に向けた投資を行っていただいているとの認識を持っている。 

 

○「市庁舎内のマスク着用」について 

《記者からの質問》 

新型コロナウイルス感染症５類に移行した後の、マスク着用について確認したい。 

《回答》（市長） 

基本的に職員について、マスクの着用は個人の主体的な判断を基本とする。ただ 

し、窓口対応を行う場合にあっては感染防止の観点から、マスク着用を継続する。 

 

 


